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GottfriedKellerの
Sj彦旋〃L色9℃"〃〃について
－特にそのLegendeの意味をめく．って－
佐 藤 泉
ゴットフリート ・ケラー(GottfriedKellerl819-1890)はそもそも政
治詩で文学活動を開始したが， 1846年に出版した最初の詩集が認められ，
それによって奨学金を得て1848年ハイデルベルクへ留学した．そしてこの
地でいわゆる「フォイエルバッハ(Feuerbach)体験」を経た後,1850
年，更に戯曲研究のためベルリンへ赴くが， ここでの苦い恋愛体験がいわ
ゆる「テンデリング(BettyTendering)体験」である．恋愛に破れ，ま
た最初の目的であった劇作家への道も失敗に終わったこの5年にわたるベ
ルリン滞在，それはしかし小説家としてのケラーにとっては重要な時代で
あった.Deγ〃""eHe碗γ航(1854-55)をベルリンで完結し,D"Le"ｵe
〃0〃助ﾉﾋ加)ﾉ〃（1856）をもまたここで書き上げたケラーは，これらによっ
てようやく文名を博するようになる． しかし一方では再び彼の政治的関心
がめざめ， 1861年，チューリッヒ州政府の書記官となり，ついに在職は14
年間におよぶ．彼は最初は作家と書記官の仕事を両立できると考えていた
ようである． しかし「やっかいな実務生活では常に予期せぬことが次から
次へと襲いかかってくるので，以前むだに過ごしていた暇を思い返し憧れ
ています.」’とケラー自身が語っているように，官吏生活は彼に創作活動
の時間を許さぬままにすぎ，結局ほぼ10年間はこの仕事に専念しなければ
ならなかった．しかし1870年になると，「最近私はやっと再び自分自身のた
－53－
「めに生活し，たくさん本を読みぼつぼつまた書いています．私は古い原稿
を読み直し，それどころか詩さえ作っています．要するに私は今日明日に
も再び自由な作家に戻るため，慎重にしかし気楽に練習しています． とい
うのもこうして過ぎ去った年月が,全く残念に思えてきたものですから.」2
と再び作家活動への意欲を示すのである． こうして長い沈黙の後，ケラー
が改めて作家として世に問うた最初の作品が4SYe〃〃Z,egF"de"(1872)で
あった．
「丁度画家が一片の浮雲や連山の姿に，あるいは今は忘れ去られた巨匠
の一枚の銅版画に興味をそそられて絵を描くように，著者は切れぎれにな
って漂っている姿のものを再生したいという気持ちになりました． しかし
そうするにあたっては言うまでもなく，時々それらの面をそれが伝承の形
で向いているのとは違った方向に向きを変えることもありました.」 （185）
ケラーはS肋e"Z,eg召"”〃の序でこのように述べているが，彼が再生
したいという気持ちをそそられてその原典とした作品は， ロマン主義時代
の作家であり，歴史及び神学教授また牧師でもあったコーゼガルテン
(LudwigTheobulKosegartenl758-1818)が古代キリスト教の敬虐さ
の復活を目的として書いたLggE"de"(1804)である．ケラーはその中か
ら十余りをとり出して七つの聖證(Legende)を作り上げたが，特に注目
したいのは，それらが一般に考えられている聖謹とはいくらか異った面を
持って再生されていることを，ケラーがあらかじめ控え目ではあるがにお
わせている点である．
さてこのS肋g"Lege""〃成立に関しては，先に触れたいわゆる「フ
ォイエルバッハ体験」と「テンデリング体験」がその根底にあったことは
すでに十分研究されている． またErmatingerは「Lebensfreudeと
Entsagungは，ケラーの聖證がそれらの間を迷いながら回っている，二
つの極である.」3と述べ，また「LebensfreudeとEntsagungという両
極の理念は，ケラー個人の体験によってLiebeとVerzichtという対立
－54－
に集約されて」4いると書いている．すなわちケラーが序で語った「違った
方向」とは，まさに彼個人の「フォイエルバッハ体験」や「テンデリング
体験」につながる男女関係や人間像をもとにした，ケラーの現世主義的世
界観であろう．
それではそもそもフォイエルバッハ哲学から多大な影響を受けた無神論
者であるケラーが，なぜ本来キリスト教的な聖諏という形を使ってわざわ
ざこの作品を書いたのか． 1848年から49年にかけてハイデルペルクで行な
われたフォイエルバッハの「宗教の本質について」という連続講義をケラ
ーは聞いて，これまでの彼の宗教観，世界観の決定的な転換を経験する．
それは彼岸が存在しないが故に実人生の充実こそが人間にとって意義ある
ことだという，無神論の積極的解釈である．そしていわゆるこの「フォイ
エルバッハ体験」の後赴いたベルリンの地では， 1854年にそれまで書きか
けていた Dergrune Heinrichの第三巻まで，続いて翌年には第四巻を出
版する．この1854年の冬から55年にかけてはベティー・テンデリングを知
り，熱愛するに至った．彼は彼女の前ではいつも不機嫌そうにおし黙り，
自分の気持ちを表わさなかったが，内心は逆で，彼女の本心がわからずに
思い悩み料理店を飲み歩き，喧嘩沙汰までおこしている．この頃に書かれ
たのが Dergrune Heinrich第四巻や DieLeute von Seldwyla第一巻
(1856)そして SiebenLegendenの原型となった習作 Ur-Legendenで
ある． Dergrune Heinrich第四巻に登場するドルトヒエン・シェーンフ
ント (DortchenSchonfund)や DieLeute von Seldwyla第一巻第一話
Pankraz, der Schmollorに登場するリーディア (Lidia)は，いずれもベ
ティー・テンデリングをモデルにしたものであり，彼女たちと各主人公との
関係はケラーとベティーとの関係を示していると言われるが，生まれなが
らの無神論者ドルトヒェンが理想的な女性として描かれているのに対し，
リーディアはかなり批判的に描かれている．そして SiebenLegendenには
このドルトヒェンとリーディアのそれぞれの系統を引く女性が登場する．
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Iしかも彼女たちに心を寄せる人物は，いずれもハインリヒやパンクラーツ
と同じようにケラーの自画像と考えられる5．こうしてみるとErmatinger
も指摘しているように，最初の六つの物語がいずれも男女の愛の物語であ
ることも6，我々の興味をひくのである．
第一話助9F"”の原典7,ErmatingerによるKosegartenのLege"de"
ではキリスト教に心引かれたオイゲーニア(Eugenia)がアクイリヌス
(Aquilinus)の求婚をはねつけ，両親や兄弟にも黙って男装して修道院
にはいる．精進の後修道院長になるが， メラニアという女の陰謀で罪に陥
れられ，父親である総督の前に引き出される．そこで彼女は自分がオイゲ
ーニアであることを明かしたので親子兄弟が再会し，彼女の家族やアクイ
リヌスの家族も改宗し，彼女と母や友人はついには殉教するという．また
彼女を誘惑したメラニアも天の火で焼き尽くされる．
ところで一方のケラーの場合ではアクイリヌスが物語の展開にもっと大
きな役割を果たしている．たぐいまれな美少女で当時一流の学問を修めた
オイゲーニアは，秘かに憧れているアクイリヌスに求婚されながら，ただ
一面的に精神的なものへ向かうことだけに重きを置き， 自分の本来もって
いる感情のやさしさを無視し，それどころか男装して修道院にはいり，男
性の仮面の下に自らを覆い隠してしまう．そのために精進して院長にはな
るが，ある女の陰謀で罪に陥れられ，厳しい運命にさらされなければなら
なかった． しかしある時偶然彼女はアクイリヌスが今も自分を愛してくれ
ていることを知り心打たれ，また自分の本来持っている女性としての面に
気づき，無実の罪のため総督アクイリヌスの前に引き出された時には， 自
分がオイゲーニアであり今なお貞潔であることを明らかにして，それで窮
地を脱しえたのである． こうして暖かい血のかよった女性に戻り現実の幸
福にめざめたとき，初めて彼女は本当の幸福をつかみ，優れた妻となって
それと共に自ずから精神的にも高められ,人間的にも大いに成長し夫をも
感化し，偉大な信仰の英雄となることができたのである．
－56－
『学識はあっても女性らしさを忘れ，知識のみに走り男のような格好をす
る女性に対しては,D6zsSW"ZgE〃〃(1881)の中の第八章Regineに登場
する女流画家のようにケラーはかなりの反感をもっていたようである． フ
ォイエルバッハによれば肉体は人間の自然的な本質であり，その人格の根
底である．ケラーにとってもまた人間が持って生まれた性別に逆らわず，
それを尊重するのが理にかなったことであったようだ．それ故本来の性別
を無視し， それを抑圧していたオイゲーニアはその報いを受けねばなら
ず，本来の性別に救いを求めねばならなかった．すなわち生きた肉体を唯
一のすみかとして，そこで育てはぐくまれた精神こそが優れた精神であっ
た．肉体と精神とは決して別個のものではなく，互いに深く結びつき互い
を土台としているが故に，現実の幸福にめざめたオイゲーニアは結婚の本
質を十分究めることで自ずから精神性を高め，益々偉大な精神力を発揮し
たのである．
第二話〃gji"zg〃'α〃〃”伽γTb"〃の原典では聖母マリアが悪魔を
滅ぼし，彼女は妻を悪魔に売り渡そうとした騎士の罪をとがめはするもの
の，改心した後の敬虚な心を認め， この夫婦に恩寵を与えているが， この
騎士夫婦の人間像，特にケラーの物語で主役を演じる妻の人間像にはほと
んど触れられていない．
しかしケラーはこの妻を伯爵夫人と設定し，ベルトラーデ(Bertrade)
という名を与えている． 「美しく善良な妻は太陽のように客人たちの心を
暖め」 （210)，夫のゲビツォ(Gebizo)が無際限な施しや大規模な慈善に
耽り財産をなくして落ちぶれたときも， 「ただ一ついつまでも変わらない
ものがあったが，それは妻のベルトラーデの美しさで，家の中が荒廃すれ
ばするほど益々この美しさは輝くように見えた．その上彼女の貞淑と愛情
と親切もゲビツォが貧しくなればなるほど益々増していったので，天のす
べての恵みがこの妻の上に集まっているように見え，何千という男たちが
ケビッォにまだ残されているこの宝ゆえに彼を羨んだ.」 （211）しかしケ
－57－
’
1 、
ビツォはただ富と名声にだけ執着し， このすばらしい妻を悪魔に売り渡そ
うとするが，その悪魔にさえ「あなたは馬鹿ですよ．実際あなたは今まで
になくしてしまったものすべてにも勝る宝をもっているじゃありません
か． もしあなたの奥さんがわたしのものだったら，あらゆる財産や教会や
修道院や世界じゅうの乞食なんか問題じゃありませんよ.」（213）とまで
言われる． この悪魔は原典では騎士の妻になりすました聖母を見るや恐し
さの余りブルブル震え出し，聖母の威光に打たれて死んでしまうという，
勧善徴悪が色濃く出たいかにも聖潭らしいものになっている．
ベルトラーデはゲビツォに連れられ悪魔の所へ行く途中に立ち寄った礼
拝堂で眠り込み，その間に聖母マリアが祭壇から降りてきて彼女になりす
まし，悪魔の所へ出かけて行くのだが， このマリアは茶目っ気の多い非常
に人間的な姿に描かれている．たとえば彼女はほほえみながら腕をひろげ
るが，その悪魔が身を投げかけるや否や神々しい本来の姿に戻り，力一杯
彼を両腕でしめつけるという狡滑さをもっている． また彼女は「ただ好智
にたけた悪魔を天上へ引き連れてゆき， その不様な姿を門柱に縛りつけ
て，天上の人々のもの笑いの種にしてやろうということよりほか何もなか
った」 （218）のである．しかし聖母でさえもありったけの力をふり絞らな
ければならない苦戦だった．そこでこの企てが自分の力に余るのに気づく
と悪魔にベルトラーデを諦めさせ，その代わりに彼を放免してやることで
満足し，マリアはいくらかぐったりして礼拝堂へ戻ってゆく．すなわち聖
母さえももはや絶対的な力を持ち得ないのである．
ところで原典ではゲビツォが悪魔に妻を売り渡すのも，貧しい人々への
施しのための金ほしさの善意から出たものとして聖母は彼の罪を許してい
る． しかしケラーの場合では伯爵の善意は単なる名誉心から出た不純なも
のに過ぎないとみなされる．従ってそのような偽善のため，あらゆる人間
的魅力を備えた自分の妻の価値もわからず彼女を悪魔に売り渡そうとした
ゲビツォは，その帰り道人馬もろとも谷底に落ちて即死するように，人間
－58－
可 「
の倫理に反する者として罰せられ， この世に生きることが許されない．
死んだ夫に対する愛情が消えてしまったベルトラーデに，聖母は今やも
っとふさわしい男性を捜してやる． このように聖母自らがこの世に生きる
者のために地上での一層の幸福を得る手助けをしてやるという，人間の心
を熟知した非常に人間的な，そして地上的な聖母となっているのが興味深
い．
第三話〃e刀"Zgji'α〃α応R"ｵgγは内容から見ると先のD"ノ""g方α〃
"掘吻γ刀@W/の続編にあたる．原典では馬上試合に出かける騎士Wal-
tervonBirbergが教会に立ち寄りミサにあずかっている間に，聖母が彼
に扮して試合に出場して優勝していた．それを知った彼は，聖母が彼にそ
のような栄誉を与えてくれたことを生涯彼女に熱心に感謝したのである．
ケラーはこの騎士に新たにツェンデルヴアルト (Zendelwald)という
名とケラーの自画像とも思える性格を与え，独自の物語を展開する． ツェ
ンデルヴアルトは「動作も言葉も愚図なほうだった．彼は頭や胸の中に何
かを捉えるとすっかりそれに夢中になってしまうのだが，いざ実行する段
になるといつもその第一歩を踏み出す勇気が湧かなかった． というのは心
の中で何かを考えてしまうと， もうそんな事はすっかり片づいてしまった
ような気になるからだった．平生あてもなくしゃべる時は口数の多い男だ
ったが， さていざ幸運でもつかもうという時になると，時期を逸せず発言
することは全くできなかった.」（222）この主人公の性格はまさにケラー
自身の性格を思わせる．
さてツェンデルヴアルトはベルトラーデの婿選びの馬上試合に出かける
が，その会場である城が見えたとたんおじけづいて近くの礼拝堂へ逃げ込
み，そこで眠り込んでしまう．その間に彼に代わってまたもや聖母マリア
は祭壇から降り立ち，騎士の出立ちで馬にまたがり，彼を装って試合に出
かける．その途上，いまだに恋慕の情を断ち切れずにベルトラーデの城の
まわりをうろついている悪魔が物陰に身を潜めているのを，聖母はめざと
｜
’
－59－
くみつける． 「聖母は何気ない風を装って通り過ぎたが，巧みに馬を一歩
横に跳ねさせたので,馬の後ろ足の蹄はその怪しい蛇の尾を踏んだ.」(227）
そのため悪魔は泣き声を上げてとび出し， もはや二度と姿を現わさなかっ
た． このように茶目っ気たっぷりで狡滑な聖母は，馬上試合では巧みな技
で勇敢に戦い最後の勝利を収める優れた騎士である．その上彼女は「女心
にどんな力を及ぼすかをよく心得た目付きでベルトラーデにあいさつし」
（231)，彼女の心を魅了し，結婚という幸運を彼のために準備してやる．
このように彼女はこの世に生きる人間の心を十分に知り尽くした聖母マリ
アなのである．
こうして聖母に助けられたツェンデルヴアルトはベルトラーデと結婚
し，彼女のすばらしい愛情を得て今までの怠惰や夢見がちな優柔不断も消
え，いつも時期を逸せず行動し発言する国中でも有数の立派な人物とな
り，幸せな結婚生活を送る． ツェンデルヴアルトは決して敬虚な人物では
なかった． しかし聖母は彼の中に隠されている有能な人間となりうる資質
を見抜き， また自分が保護者になっているベルトラーデの愛を得るのにふ
さわしい男性として彼を認めたからこそ，彼に手を貸したのである．ベル
トラーデを自分の理想的女性像として描こうとし，またそのような女性の
愛を得たツェンデルヴアルトの姿を借りてケラーがいささか自分自身を弁
護し，彼の自負心を明らかにしたとも考えられよう．
第四話Dje〃"g/ｸ'α〃〃"d〃e肋""gの原典では美しい修道尼ベアトリ
クス(Beatrix)が罪深い考えに非常に悩まされ，ついに耐え切れずに修
道院をぬけ出す． しかし俗世間で15年間暮らした後，非常に悔いを感じて
修道院に行ってみる．すると聖母マリアが現われ，ベアトリクスの勤めを
自分が代わって今までしてきたので改心して戻ってくるように言う．そこ
で彼女は贈罪して再び尼となり，聖母の恩寵を仲間の尼たちに語って聞か
せるのである．
ケラーは原典にはないベアトリクスの俗世間での生活を詳しくつけ加
－60－
え，彼独自の物語を展開した．そしてその中に「彼女が長い間心秘かに憧
れていた世間というものの少なからぬ一部分」 （237）である男性として，
十字軍の騎士ヴォンネポルト(Wonnebold)を登場させている．美しい尼
僧ベアトリクスは世間への憧れを抑え切れず修道院を抜け出し，ヴォンネ
ポルトと楽しい毎日を送っていた＆ しかし彼は彼女の人間としての本当の
価値に気づかず，単なる自分の所有物のように彼女のことを考えている．
また彼女自身も自分の心がないがしろにされていることに気づかない。 し
かし男爵の古い城に対する賭の賞品として彼女の身柄が男爵の手に落ち，
ヴォンネポルトと別れなければならなくなったとき初めて，ベアトリクス
はどんなに強く精神的に彼と結びついていたかを思い知る． 「私の身柄は
あなたの手にはいりましたが，私の心は古い城などの代わりに差し上げる
わけにはまいりません.」 （249）「愛し返されることなく一人の女の人を，
しかも彼の気持ちを確信していないような女の人を誰が愛そうとするでし
ょうか.」 （241)と男爵に言うベアトリクスは，すでに単なる一個の肉体で
はなくその中に暖かい血の流れた一人の人間であり，その姿は益々美しさ
を増し，人を魅了し圧倒する．精神的な結びつきの強さ，重要性を知った
彼女が男爵のもとを逃げ出し，新たに自分の心の命ずる通り自らが選んだ
ヴォンネポルトの腕の中にとび込んで行ったとき，彼女は優れた女性に，
そして人間に成長したのである．
一方のヴォンネポルトも彼女を失って初めてそのすばらしさに気づく．
「ヴォンネルボルトはその間後悔と怒りに責め苛まれ，苦しい一日を過ご
した．そしてこんなにも軽々しく賭事で失った愛人に対して恥じ入ってい
たので，知らず知らずのうちにどんなに彼女を大切に思っていたか，また
彼女なしにはほとんど生きてゆけないことを今更ながらに悟ったのだっ
た.」(242）そこで彼のもとに戻ってきた彼女を今度は正妻に定め，皆に披
露する． このように彼は本来は倫理的な人間であり， 自分の欲望のために
妻を売り渡したケビツォのように罰せられる必要はなかった．
’
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12年間に二人の間には八人の息子ができるが，長男が18才になったと
き，ある夜彼女は再び尼僧の姿に戻り修道院へ帰ってゆく．そして祭壇の
前にひざまづくと，聖母は「あなたは少し長い間留守にしましたね．私は
その間ずっとあなたの役僧の勤めを果たしていました．ですが今あなたが
帰って来て， また鍵をひき受けて下さるのを私は喜んでおります.」（244）
とうつ向いて彼女に鍵を渡す．更に10年後，この修道院のお祭りに偶然ヴ
ォンネポルトと八人の息子が立ち寄り，ベアトリクスによって秘密が明ら
かにされる．その時突然，息子たちの頭上に聖母マリアによって樫の若葉
の冠が置かれる． これらの聖母の行為はすべてベアトリクスの行為を，ま
たヴォンネポルトをも認めたことを示すものであろう．すなわちベアトリ
クスの世間への憧れは原典にみられるような「罪ある考え」ではない． ま
た俗世間は彼女を失望させるような卑しい世界ではない．逆に修道院の生
活は禁欲的で，本来の性別を否定した不自然な歪められたものである．健
康な肉体と精神をもったベアトリクスが俗世間に憧れたのも当然である．
彼女‘は不自然な生活からぬけ出し憧れを満たし，妻にそして母になること
でより完全な人間へと益々高められる．彼女が修道院へ戻ってくるのは原
典でのように「非常に悔いを感じた」からではない．俗世間の生活に対す
る憧れも十分に満たし， この世に生きる血も肉もある女性としての使命を
果たしたからである．従って八人の息子たちがベアトリクスに与えられた
真の祝福であり，一方この世で脈々と生を受け継ぎ，新たな生を生み出し
てゆく生命力あふれた人間が，聖母によって最も喜ばれたベアトリクスか
らその聖母マリアへの捧げものなのである．
第五話D"sc"伽"@-"e"を汐附α"Sの原典では修道僧ヴィターリス
(Vitalis)は道に迷った女たちを改心させることを自分の仕事としていた
が，世間に対しては俗気俗才のある僧のように見せかけている．そこで彼
が改心させた女たちには彼のしたことを言わないよう厳しく言いつけてい
たが， この仕事に生涯を捧げ終えたとき，彼女たちによって彼の行為が明
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らかにされる． しかしケラーの場合ではヨーレ(Jole)という少女によっ
て彼は還俗する．
ヴィターリスは道に迷った女の魂を罪の道から救い出すのを自分の仕事
としていたが，世間からは生臭坊主と見られるような偽悪な態度をとって
いた． しかし彼は女を改心させることに成功すると， それを聖母に感謝
し，その時には自分がこの上なく幸福であるように思うのだった． 「とい
うのも天上の聖母が御存知のように，彼はまだ一度も女に触れたことはな
く， 目には見えないが白いバラの冠を彼のさんざん恥ずかしめられた頭に
頂きながら，世間では汚れ切った放蕩児と見られるような苦難に耐えるこ
とが，彼の全く特殊な趣味だったからである.」（259）この変わり者のヴ
ィターリスもベアトリクス同様，僧という名のもとに本来の男性という性
を抑圧した禁欲的な生活を強いられている．彼の殉教的精神は全く偽善的
であり，抑圧された性が屈折し裏返された不純なものである．そしてそこ
に隠された彼の愛への願望，生への憧れは完全に麻陣してしまっている．
従って彼の純粋さを欠いた宗教性は非道徳的なものであったので，純粋な
ヨーレを知って彼の心は苦しまねばならなかった．
このヨーレは聰明で機知に富み，清純な心と素朴な官能をもった非常に
愛らしい少女である．彼女はヴィターリスの本当の姿を知って，ぜひとも
自分の夫にしたいと望む．そこで彼女は一計を案じて彼に近づき，その本
心を打ち明ける．彼は彼女の願いを知って途方にくれるが， これまでの娼
婦たちの単なる官能的魅力からは決して感じたことのなかった全く奇妙な
感情に襲われ，彼の本来の姿を愛してくれるヨーレの現実的でしかも汚れ
のない健全な愛によって，初めて今までの不自然な抑圧から解き放たれ
る．そして現実のすばらしい幸福にめざめ，彼は還俗して彼女と結婚し，
世俗人として，また夫として非の打ち所のない立派な人物となって幸せに
暮らす．すなわち男性もまたその性別に逆らわず， 自然に生きることが倫
理的であり， この世の義務なのである．またベルトラーデ同様， ヨーレの
」
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ように清らかなありのままの姿が道徳的なものにまで高められたような女
性こそ，本当にすばらしい女性なのである．そして各々の性別に従って地
上にしっかりと足場を組み，生気にあふれて暮らしている人々のいるこの
俗世間こそがすばらしい世界なのだ．
ヨーレがヴィターリスを思いながら父親の話すローマ神話を聞いたと
き， 「ああ， こんなに大きな力でも純潔でさえも，知恵や宗教でも恋から
身を防ぐことができないんですもの．私のようなつまらない者がどうして
それを防ぐことができるでしょう.」（267）と嘆く．このローマ神話の神
々は神である以前にあくまで女であり男であり，生命力にあふれまた非常
に官能的であり，まさにこの地上でのあらゆる生の喜びの象徴とも言えよ
う． ヨーレに愛を告白され，ヴィターリスが思い余って救いを求めて忍び
込んだ教会にマリア像として祭られていたユーノー像と同じく， これらの
官能美を備えた神々はケラーの地上賛美を示すものであろう．
第六話DO7'0ｵﾙ"sBﾉi""e"ん〃6che〃の原典ではキリスト教迫害，それに
もめげなかったキリスト教徒の信仰維持，奇跡，異教徒の改宗などを扱
っている． しかしそれに対してケラーの場合では， あくまでドロテーア
(Dorothea)とテオフィルス(Theophilus)という二人の人物がその中
心となっている．
ツェンデルヴアルトがケラーの自画像と考えられる人物であったのと同
様に，テオフィルスもまたケラーの分身と考えられる人物である．彼は逆
境から身を起して書記になり，皆から尊敬されている． しかしドロテーア
に憧れながらも彼女の本心がわからず， また自分のすぐに腹をたてる癖や
優柔不断から思い悩み苦しんでいる．それに対するドロテーアも彼に好意
を寄せているのだが，彼の心を試そうとしたためテオフィルスは彼女のも
とを去ってしまう．その後彼への満たされない気持ちから彼女はキリスト
教に帰依するが，彼女の心の中でそれが単に精神的に誇張されたものと化
し，そのため彼女の本来の性格が宗教というヴェールの下に覆い隠されて
－64－
iしまう．従ってそのような偽まんや不実な心は当然罰せられるべきものな
ので，彼女はこの世での幸福を得ることができないまま殉教する．
テオフィルスに理解のできない異教の神との合体を願うドロテーアに対
して，たとえどんなに愛していても彼は同情の念を持つことができず，彼
は困惑して引きさがるより他になす術がなかった．それ故彼はこの世での
生の喜びを享受することを切望していたにもかかわらず，かなえられない
まま彼女との愛を断念しなければならなかった．愛の断念－これは明ら
かにケラーが過去の苦しい恋愛体験から得たものであろう． しかしこの断
念は単なる「諦め」に過ぎないのだろうか．否．テオフィルスは真の信仰
にめざめ， ドロテーアを処刑した代官の前でそれを自ら進んで告白するこ
とで， 自己を克服し殉教する．つまり彼の殉教は自己克服の強い証しであ
ると言えよう．だからこそ彼は地上では断念したドロテーアとの愛を天上
で成就するのである． しかしそれは決して来世を肯定するものではない．
崇高な三位一体の御座所の中で気を失い，再び出てくることがなければ今
も眠り続けている二人にとって，今や地上も天上も，それどころか自分た
ち自身の存在さえも何の意味があろう． フォイエルバッハによれば「時間
のない発展というのは，発展のない発展というのと同様に無意味であり，
あらゆる存在はそれが現実的であり実在的である限り，つねに空間と時間
のなかに自己の実存をもっている.｣8ということだが，天上で眠り続けて
いる二人にとっては何の発展もなく，つまりこれは天上に対するケラーの
大きな疑問の提示であると解釈できよう．
以上六つの物語はいずれも様々な男女関係を扱った， まさに男女の愛を
中心にすえた聖證と言えるだろう．それに対して最後の物語Das乃"沈一
配"此〃e〃は愛の物語ではない．Das7b"g/egF"此加〃の原典は天上での永
遠の幸福を得るため，地上では踊ることを断念した踊り好きの少女が，陰
遁生活を送り苦行の末，天国に迎え入れられるという物語である． しかし
ケラーの場合では更に天国での話が加えられ，それによって全く独特の筋
’
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の展開になっている．
ここでは，舞踊は神聖なものにまで高められた現世の欲望の象徴となっ
ている．それは地上における生の喜びそのものである．その生の喜びのま
っただ中にいる踊り好きの少女ムーザ(Musa)が，天国の舞姫を捜しに
聖母マリアの使いとしてやってきたダピデ王から，天上での永遠の幸福を
得て暮らすためには，地上でのすべての快楽と踊りを断念しなければなら
ないと聞かされたときこう言う． 「ではすっかり踊りを諦めなければなり
ませんの．でも天国へ行っても果たして踊れるかどうか疑わしいと思いま
すわ．それに物事にはみんなそれぞれ時期というものがあるでしょう． こ
の地面は踊るのに都合良くできているように思えますもの．だから天国は
何か別のことに向いているんじゃないでしょうか．でなかったら死ぬとい
うことが無駄になると思いますわ.」（288）このムーザの疑いは明らかにケ
ラー自身の来世否定の立場を示したものであろう．ムーザは天上のすばら
しい音楽への憧れに駆られて， この世のあらゆる生の喜びを断念する． し
かしこの断念は単なる諦めでも自己犠牲としての自己否定でもない．それ
は明らかにより良いもの，より良い自分を求めるための自己克服である．
この点について，まさにErmatingerは次のように述べている．「断念の
必然性を認識するのは生の喜びの情熱の中にあってであり」9,｢断念は義務
として自由な人間各自によって克服されねばならない自己克服である.｣'0
そして「甘い生の喜びにおける断念は苦しい義務であって，喜ばしい犠牲
ではない.」'’
こうしてムーザの迎え入れられた天国はどのようなものであったのか．
ケラーは天国を描くことで，逆に地上は天上よりもすばらしいという彼の
信念を確信に満ちたものにしている． というのも通常の聖證では考えられ
ない九人のミューズが天国のお祭りに招待され，天上に登場するからであ
る． これらのミェーズたちは言うまでもなくギリシャ神話の女神であり，
古代世界の喜び，現世の官能美を天国へ持ち込んでおり，ダビデ王さえも
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エラトーの顎をちょっとなでてみたりする． しかし彼女たちが天上の人々
への感謝の気持ちを表わすために歌う歌は，天国では陰気でほとんど反抗
的とも言える荒々しい響きがするのであって，地上の芸術とは敵対する場
所として天国が描かれている． しかもそんな天上には向かないゾッとする
ような歌さえも，かつて地上に生きた者の胸にはもとの故郷である地上へ
の郷愁をかきたて，誰もが声をそろえて泣き出し，天上は限りない吐息に
包まれ，ムーザが憧れていた天上の踊りでさえも地上への郷愁の念には勝
てない． とうとう三位一体自らが一度の長くとどろく雷鳴というおどしで
やっとミューズたちを黙らせ，天上から追い出した結果，どうにか天上の
平和が保たれる． このように地上の喜びが天上の平和をかき乱し，聖なる
世界をその根底からぐらつかせ， しかもそれを雷鳴というおどしでしか抑
制できなかったというのは，ケラーのこの世に対する強い確信，いかなる
時にも失われることのない生への信仰，そして彼の新しい世界観への自信
を示すものであろう．
以上七つの物語を見渡すと，最初の五つの物語のテーマは現世の幸福の
追求であり，そこではこれに伴った様々な男女の愛が描かれている．それ
はまさにErmatingerのあげた副g6e"Z,ggを"”〃における二つの極の
うちの一つLebensfreudeであろう．それら五つの物語に対し，最後の
二つはまさしくErmatingerの言うもう一方の極,Entsagungを扱っ
ていると言えよう． しかも男女の愛の物語の最後に位置するD"or"e"s
B"""g"〃〃bc"e〃で生が否定され，それがDas乃"g/@gF"db〃〃へとつな
がっている． しかしその内容は生の否定から天上の否定へ，そして再び地
上の生の喜びに対する憧れへと戻り，それは雷鳴によってしかおさえられ
ないまでに強いものとして呈示されている． ここにおいて改めてはっきり
としたNichtchristの立場に立ってLebensfreudeを考えたとき，作品
全体のテーマはEntsagungよりLebensfreudeへと回帰してゆくよう
に思われるのである．以上のように最後の物語のみが男女の愛を扱ってお
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?らず， ここでは天上と地上とが対立し後者が勝利を得るという，言ってみ
ればケラーが解釈したフォイエルバッハ哲学の総括とも言える内容になっ
ている．
Legendeは本来キリスト教の聖人伝であり，それによって人々を教化
しようとするものである．古代キリスト教の敬虚さの復活を目的としたコ
ーゼガルテンのLggF""〃も，その根本思想はキリスト教的禁欲精神，自
己犠牲による殉教賛美，奇跡の信仰，彼岸の福音を説くものであり， ここ
に登場する人物はそれらを表現するための単なる道具に過ぎない．それに
比べてケラーのS肋e〃Z,ggF"”〃に登場する人々はどうであろうか．
「聖母マリアが結婚志願者の保護者になっています.｣'2とケラーが述
べているように，通常の聖證では考えられないような聖母が活躍する．彼
女はいずれの物語でも人間の純粋な心や自然な欲望を十分理解し， この世
に生きる者が来世においてではなく，今現在のこの世で幸福に暮らせるよ
うに望みをかなえてやろうと， 自ら祭壇を降りてきて救いの手をさし伸く
る．彼女の行なう奇跡は決して地上を離れた四次元的なものではなく，あ
くまでこの世に根をおろしたものである． GoldammerはZ,"伽ig〃"eγ‐
6αc〃〃”〃eSMe"LegF""〃GoWWedK@〃γsの中で，フォイエルバ
ッハの宗教小論恥gγ〃〃M""e"伽""s(1842)をケラーが知っていたの
ではないかと述べている13．そうであれ'ぱそこから 「美の女神，愛の女
神，人間性の女神， 自然の女神，諸教義から自由な女神｣'4としての聖母
マリア像を彼は学んだことになろう． ともかくケラーの世俗的色彩の濃い
聖母は，ケラーがフォイエルバッハ哲学を通して得た抑圧された中世キリ
スト教からの人間性の復活，そして現世における幸福の追求という新しい
世界観を，最もはっきりと示しているのではないかと思われる．
ところでReichertはD/gE"rs"〃"g"γ副g62"LGg汐"”〃〃0"Go"-
"iedK′肋γの中で，「ケラーがコーゼガルテンの聖證から選び出した際
の彼の観点は，愛や結婚での男女関係の様々な姿，あるいはもっと正確に
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「は婦人解放の問題であった.」ﾕ5と述べている．ケラーにとっては持って生
まれた性別に従って，その特性を十分生かして素直に生きることが倫理的
であり価値のあることだった．すなわち女性は妻として母としての使命を
果たすことこそが理にかなったことであり，性を疎んじた者は厳しい運命
にさらされる．従って逆にゲビツォのように妻のすばらしさに気づかずな
いがしろにする者は，厳しく罰せられるのである．すなわちケラーが言わ
んとするところは，各々の性別がもつその特性に従って，それを十分生か
してゆくことこそ有意義なことであり， この世に生まれた者の義務であり
責任である， という考えに立った両性の対等性ということではなかった
か, SMe"Z,eg召""〃には随所にケラーの女性観が現われているが，過去
の苦い恋愛体験を乗り越えてきた彼が，一方では非常に厳しい目を女性に
向けながらも， また一方では女性への憧れを持ち続け， ファンタジーの世
界とはいえ彼が女性を理想化していたことを， この作品は物語っているよ
うである．
この作品に登場する人々はいささか類型的ではあるが， この俗世間に生
き愛し悩み苦しむ生身の人間であり， しかも地上を支配する厳しい倫理観
に支えられた人間社会の中に息づいている．そのような人々がこの世を真
剣に全力をあげて生きぬくなら，おのずとそこに生の喜びもまた生まれて
こよう．だからこそDas肋"zﾉ’gE"伽he〃でみたように，たとえようもな
くすばらしいと思われていた天国，人々の心に安らぎを与えるはずの天国
に今憩っている， 自己を克服したどれほど強い心の持ち主であっても，更
にキリスト教の聖人であっても，そこでなお彼らが思い返しなつかしみ憧
れるのは，必ず厳しい倫理が伴っているものの，やはり地上での生の喜び
なのであろう．
ケラーはEmilKuhに鋤g62"Z,gge""〃を贈った際の手紙の中で，
「これがそもそも何らかの意味をもっているとすれば，素材選択に際して
の即時代的なものに対するわずかばかりの抗議であり，あらゆる関係にお
｜
｜
’
’
I
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『ける自由な活動という主張なのです.」ﾕ6と述べている．またF.Th.
Vischerへの手紙の中にも，「SYe6e"Z,ggF""〃に関しては私の心は奇妙に
動いたのです． これによって外面的には時代に即したもののもつテロリズ
ムに対抗して，素材選択の自由を主張できると私は思ったのです.」'7とあ
る．すなわち新しい世界観によって超自然的なものを否定したケラーは，
Legendeという非日常的な世界を舞台として，しかも非常に地上的な男
女の愛という最も身近なものを素材として,LebensfreudeとEntsagung
というこの作品のテーマを描こうとした．更にそのテーマをEntsagung
からLebensfreudeへという回帰に導くことで，深い人生の真実を，確
固たる生への信念を，まさに「フォイエルバッハ体験」を経て得た彼の世
界観をケラーは決定的に描いてみせた．
Reichertは先にあげた論文の中で，ケラーは奇跡というLegendeの
特性を生かすため，芸術的観点からLegendeという形式を用いたという
ことを述べているが'8，単なる芸術的観点からだけではなく，そこにもっ
と積極的な意味が読み取れるように思える．ありのままを描いた自伝的小
説Dgγ〃""g馳珈γ鋤で作家として出発したケラーが，二作目の発表以
後十年の沈黙を破って再び作家活動を開始するにあたり，今度は奇跡の生
じる非日常的世界を描くことで，そこに真実性を与えるという一歩進んだ
手法を用いて，まさにDeγ劇""e馳吻γ幼第四巻に彼が書いた「フォイエ
ルバッハ体験」をも含めた，それ以後の彼の魂の遍歴を，彼の魂をゆすぶ
った体験を，そしてそこから体得したものを，彼はこの副e62"Z,ggF"鹿〃
で描こうとしたのではなかろうか． ここにはリアリストとしての更に大き
な成長と自信があり， より高度なより確かな腕の冴えがある.Kuhも次
のような賛辞を贈っている． 「ゴットフリート ・ケラーがLegendeとい
う形式を文学的叙述に再び使えるようにしたことによって，その形式はそ
れが由来している自然の中へと完全に戻った．教会の奇跡の様々な不可解
な事象から彼は迷信という神力をはぎ取り，その代わりにそれらに文学的
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象徴の栄光を与え，神的なもののもつ種々の恩寵作用から彼は黄金の手綱
を盗み，それを予期せぬままに永遠に支配する自然の手の中に握らせてい
る.」'9
すなわちSi96e"Z,egF""〃はまさにケラーの新たな出発にあたっての過
去の告白，そして彼の新しい世界観に対する信頼の披歴であると言えよ
う．更に彼のこの世界観を一つの新たな宗教とみるなら， この作品は明ら
かに彼の信仰告白であり， またその宗教に基づいた聖人伝であり，それに
よって人々をこの新しい宗教へ教化しようとした書であると考えられる．
SMe"L昭汐"晩"－この作品は彼の魂の自伝であり，まさに本来の
Legendeの方向を変えてまでも書こうとしまた書かねばならなかった，
ケラーの新たな宗教のためのLegendeなのである．
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Über Sieben Legenden Gottfried Kellers 
-besonders in bezug auf den Sinn der Legende-
Izumi Sato 
Oft sagt man, daß das „Feuerbach-Erlebnis" und „Tendering-
Erlebnis" der Entstehung der Sieden Legenden Kellers zugrunde 
liegen. Nach ausführlichen Untersuchungen schreibt Emil Erma-
tinger : ,,Lebensfreude und Entsagung-das sind die beiden Pole, 
zwischen denen die Legenden Kellers schwebend sich drehen," 
und an einer anderen Stelle : diese sind „durch Kellers persönliches 
Erleben zu dem Gegensatz Liebe und Verzicht verengt." ,,Nach 
einer anderen Himmelsgegend" im Vorwort von Sieben Legenden 
bedeutet sicher seine neue auf dem „Feuerbach-Erlebnis" beru-
hende Weltanschauung, die in seinen eigenen Erlebnissen von 
Menschenbildern und in der Beziehung von Mann und Frau 
wurzelt. Zwar scheint alles also klar zu sein, als gäbe es keinen 
Raum mehr, noch weiter diese Sieben Legenden zu besprechen-
außer einer Frage : Warum sich die christentümlichen Legenden 
als Werkstoff gerade Keller, ein Nichtchrist, aussuchen mußte. 
Legenden sind wie bekannt ursprünglich überliefertes Gut über 
christlichen Heiligen und erziehen damit die Leute. Die Grundidee 
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bei Kosegarten ist dementsprechend eine Wiederbelebung der alten 
-christlichen Frömmigkeit, und die Personen sind nur die Werk-
zeuge seiner Idee, aber die in Kellers Sieben Legenden stellen alle 
lebendige Individualitäten dar. Sehr interessant ist die Tatsache, 
-daß Keller, das Außernaürliche auf Grund seiner neuen Weltan-
schauung verneinend, auf der Bühne einer ungewöhnlichen phan-
tastischen Welt mit der gewöhnlichen irdischen Liebe das Thema 
dieses Werks : Lebensfreude und Entsagung, gerade vor unseren 
Augen lebendig darstellte. Ferner wäre es wichtig, daß er das 
Thema der Entsagung zur Lebensfreude wieder zurückführt. 
Keller machte sich auf den Weg als Dichter mit dem Roman 
Der grüne Heinrich, der die nackte Wahrheit an sich beschreibt und 
als solcher eine biographische Dichtung ist. Und als er nach dem 
über zehn Jahre langen Schweigen wieder als Dichter zu arbeiten 
anfang, wollte er wohl die Wandlungen seiner eigenen Seele seit 
dem Feuerbach-Erlebnis (im 4. Bd. des grünen Heinrichs), nämlich 
-die an ihm selbst noch rüttelnden Erlebnisse beschreiben, und 
-diese außerdem mit einem Fortschritt in der Dichtkunst darstellen, 
-die sozusagen der ungewöhnlichen Welt die Wahrheit gibt. Sieben 
Legenden wären also ein Buch mit seinem Bekenntnis der Vergan-
_genheit bei einem Neubeginn und sogar mit seinem Glaubensbe-
kenntnis zu einer neuen Weltanschauung oder einer Religion. 
So sollten die Heiligen aus seiner eigenen Religion auch in diesem 
Werk aktive Rollen spielen. 
Sieben Legenden-das sind schließlich seine biographischen Legen-
•den selbst und sie stellen nichts anders als die für seine neue 
Religion, die Keller auch mit der Umwendung zu einer andern 
Himmelsgegend zu schreiben gewagt hat und schreiben mußte. 
- 73 -
